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この点関しては「⑤ 以 “我"叙“他 (地)"和以
“我"叙“我"」 (『老舎的芸術世界』・孫釣政・北
京十月文芸出版社・1992・9)というものもある。
『月牙児』p268
同上p266
同上p266
同上p266
この場面の竹中氏の注に「中国では官庁でも学
校でもその長が代わると,職員はもちろん,用
務員,門番に至るまで全部代わる習慣である。J
とある。(「三日月」『老舎小説全集6巻』p39・
学研)竹中氏は戦前の北京に長く住んでおられ
たこともあり,参考になる。
『月牙児』p272
同上p27牛275
この場面の竹中氏の注に「当時北京には工場な
どはあまりなく,デパートの店員やレストラン
の給仕も全部男であり,女の職場は今のように
はなかった。本文二八頁に出ている女給の場末
の飲食店は例外中の例外である。」とある。(「三
日月J『老舎小説全集6巻』p39。学研)
同上p275
『月牙児』p276
同上p277
同上p277
同上p281
同上p283
同上p284
例えば,注(24)の文章にもあるし,P285 13
にもある。
(17)
(18)
(19)
(付記)本稿は科学研究費補助金 (基盤研究 (C)「中
国における家族の文学表象の形成と展開に関す
る基礎的研究J代表者西上勝)による研究成果の
一部である。
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